
高潮対策でつくられた「大野命山」
大野と中新田にある「命山」は、江戸時代に受けた高潮の被害が繰り返されないように、避難所として

築かれたものです。今回の東北地方太平洋沖地震により、津波対策の必要性をあらためて感じました。
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　近年、全国各地において、外国資本がスキー場やゴルフ場などに進出している。このような外国資本による
土地所有の無制限な拡大を許せば、日本国民の生活基盤である水源や国土保全、安全保障上からも重大な問
題に発展しかねない。
　国においては所有者の国籍にかかわらず、適正な所有と管理が行われるよう、水源涵養、土砂流出防止など
公益的役割を果たしている森林などを守るため、土地の売買、利用に関する法整備や地籍確定を早急に行うな
ど、取り組みの強化を求める。

　急激な少子高齢化の進展や格差社会の広がりによる低所得者層の増加、長引く経済不況、保険給付費の増加
等により、各市町村の国民健康保険制度の財政状況は非常に厳しい状況にある。
　国においては、国民が安心して医療を受けることができる社会補償制度としての国民健康保険事業を適正に
運営するため、国庫負担率の引き上げを行うなど、健全な国民健康保険制度の構築を図ることを強く要請する。

　子ども医療費助成制度は、子どもの病気の早期発見と早期治療、治療の継続を確保する上で極めて重要な
役割を担っている。しかし、現状は自治体間で制度が異なっており、サービス内容に格差が生じている。この
ことから、子どもを安心して産み、育てることのできる社会の実現には、地方制度の安定化が必要であり、そ
のためには国による支援が不可欠である。
　国においては、子ども医療費無料制度を早期に創設されるよう強く要望する。

5月市議会臨時会、6月市議会定例会のお知らせ（予定）

段差解消機 赤外線補聴器

次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総理大臣、担当大臣あてに提出しました。

議員提出意見書（要 旨）

外国資本等による土地売買等に関する法整備を求める意見書

国民健康保険に係る国の負担の拡充を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用
し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

市議会の録画（中継）放送・ 
　　  会議録がご覧いただけます。 

詳しくは袋井市のホームページから 
このバナーをクリックしてください。 

子ども医療費無料制度の創設を求める意見書
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【日 程】 ＜5月臨時会＞ 5月 13日（金） 議会運営委員及び常任委員の選任等

 16日（木）  市政に対する一般質問
   20日（月）  議案の審査（常任委員会）
   29日（水）  委員長報告～採決、閉会

 ＜6月定例会＞ 6月   6日（月） 開会、議案の説明
  14日（火） 市政に対する一般質問
  15日（水） 市政に対する一般質問 

【場 所】市役所5階議場及び各委員会室　　【時 間】午前9時から
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